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掲げられた絵馬。左から戸田さん、坂本経
昌宮司、渡邉さん夫妻

施設利用者にサクラソウを手渡す児童たち

「三十六歌仙」絵馬奉納隈府小児童がサクラソウを贈呈
　住吉日吉神社に「三十六歌仙」の絵馬 36 枚が奉納
され、拝殿内に掲げられました。渡

わ た

邉
な べ

光
み つ

夫
お

さん（南住吉）
の寄付金を基に、泗水町に工房を構える日本画家の戸

と

田
だ

東
と う

蔭
い ん

さん（熊本市）が約３カ月で制作。巻物を見本
に紀貫之や小野小町を繊細な筆遣いで色鮮やかに描か
れており、３月
29 日の遷宮祭で
披露されました。
同神社では昨年
に戦国時代末期
作とされる絵馬
27 枚も見つかっ
ています。

　隈府小学校（宮
み や

川
が わ

淳
じゅん

一
い ち

校長）４年生が、高齢者福
祉施設の利用者にサクラソウ 150 鉢を贈呈しました。
贈ったサクラソウは３種類で児童らが栽培。総合的な
学習の一環として、思いやりの心を育むことを目的に
学校近隣の公共施設などへ毎年届けています。鉢を
受け取った利用
者は「きれいな
花をありがとう
ございます。皆
さんから元気を
いただきました」
と感謝を述べま
した。

３月 11 日　泗水町住吉日吉神社３月12 日　いつまでもお元気で

家族連れなど大勢の人が参加しました

きれいな公園で花見を楽しんで
　菊池公園周辺の清掃作業を行うボランティアイベ
ント「第７回城山の日」が開催され、市内外から約
300 人が参加しました。桜の開花シーズンを控え、
観光客にきれいな公園で花見を楽しんでもらおうと菊
池さくら基金運営委員会が主催。菊池公園周辺の清掃
やごみ拾い、桜
への肥料やりな
どを行いました。
参加者は「観光
客に気持ちよく
花見を楽しんで
もらえたら」と
話しました。

３月 14 日　城山再生プロジェクト「城山の日」

江頭市長㊧に手帳を渡す NTT 西日本山鹿・
菊池営業所の後

ご

藤
と う

民
た み

夫
お

所長

電話お願い手帳などを寄贈
　NTT グループから「電話お願い手帳」と「ふれあ
い速達便（ファクシミリ送信用紙）」が本市に寄贈さ
れました。この寄贈は昭和 58 年から実施されており
今年で 33 年目。耳や言葉が不自由な人の日常生活が
便利になるようにと贈られています。福祉課と各総合
支所民生課に置
いてありますの
でご活用くださ
い。「電話お願い
手帳」をお持ち
の人を見かけた
ときにはご協力
をお願いします。

３月 13 日　NTT グループ

花を植える参加者

共同作業で農地を守ろう！
　深川～広瀬間の道路で花植え作業があり、菊之池小
児童や市民など約 150 人が参加しました。菊池市土
地改良区主催で、農水省の多面的機能支払制度を活用。
参加者はパンジーやナデシコの苗約 6,000 株を植栽。
農業用水の水質検査も行いました。参加者は「これか
らの農地維持は
地域全体で協力
していくことが
大事。自分たち
の力でやってい
くという意識を
高めていきたい」
と語りました。

２月 28 日　農地の多面的機能維持活動

和菓子の作り方を学ぶ参加者の皆さん

肥
ひ

後
ご

小
しょう

豆
ず

で和菓子作り
　県特産品の肥後小豆を使った和菓子作りが片角の菓
子工場であり、生産者や菊池農高生など 12 人が参加
しました。農商工の連携プロジェクトで、肥後小豆は
県の補助事業で耕作放棄地を活用して市民が栽培。和
菓子作りは職人が手ほどきし、酒饅頭、おはぎを作り
ました。参加し
た生産者は「地
元の農産物を使
えば地産地消に
なるしブランド
化もできて一石
二鳥」と話しま
した。

２月 15 日　農商工連携プロジェクト

下赤星区

富納区

高田区

高永区

花房区

加恵・本村区 上住吉区
苗木は坂本樹苗園（坂

さ か

本
も と

信
し ん

介
す け

代表・写真右端）からの寄贈

植樹の輪が広がっています！　日本一の桜の里づくり
　「菊池さくら千年プロジェクト」の一環として、市
内７カ所で植樹がありました。２月 22 日に合志川
河川沿い 21 本、菊池川堤防 32 本。３月５日に富納
坂８本。３月 15 日に迫間川沿い 11 本、上内田川堤
防 29 本、花房坂 38 本。３月 21 日に上住吉 30 本、
計 169 本を植樹。参加者は「自分の子どものようで、
成長が楽しみ」「機会があれば次回もぜひ参加したい」
などと話していました。
　このプロジェクトは、日本一の桜の里を目指して始
まったもので、主に河川堤防や道路沿いへの桜の植樹
と管理を行っています。

２～３月　菊池さくら千年プロジェクト
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安心安全の食材をアピールする江頭市長と
菊池一族の衣装をまとったスタッフ

菊池管内各首長と熊本県トラック協会によ
る調印式

春の美食宴を開催万一の災害に備えて
　「熊本県菊池市×佐賀県伊万里市　春の美食宴」が
福岡県博多区でありました。歴史的にゆかりのある両
市の食材を福岡県内で PR し、消費拡大につなげるこ
とを目的に開催。本市からは、「旭志牛の赤ワイン煮
込み」「菊芋のクリームスープ」「七城米と菊池産タケ
ノコの炊き込み
ご飯」など、特
産品をふんだん
に使った料理を
振る舞い、集まっ
た約 140 人の舌
をうならせてい
ました。

　公益社団法人熊本県トラック協会と「災害発生時に
おける物資等の緊急輸送に係る協定」を締結しました。
東日本大震災や九州北部豪雨災害などでは、災害発生
後の被災地への緊急物資の輸送は重要な役割を果たし
ました。今回は万一の災害に備えるため、合志市・大
津町・菊陽町と
ともに協定を締
結。被災者支援
の要となる物資
輸送機能を充実
させ、広域的な
防災力の強化を
図っていきます。

３月 25 日　菊池市×佐賀県伊万里市３月25 日　県トラック協会と防災に関する協定

江頭市長㊧と西部電気工業㈱の宮
み や

川
が わ

一
か ず

巳
み

代
表取締役社長㊨

企業と協働で森づくり
　西部電気工業㈱（福岡市）と西部の森菊池協定を締
結しました。同社と市は平成 22 年に協定を締結。平
成 26 年度で期間が終了しましたが、引き続き市と協
働で森づくりを進めていくことを決定。本市が目指す

「日本一の桜の里」プロジェクトの推進と環境保全を
目的に、新たに
協定を結びまし
た。江頭市長は

「これからも協働
でプロジェクト
推進を図りたい」
と決意を新たに
しました。

３月 27 日　西部電機工業㈱と連携協定

菊農高元校長の猪
お お

越
い

忠
ちゅう

助
す け

さん㊧と江頭市長
㊨

マロニエ・アセロラの苗木差し上げます
　菊池農業高校と交流のある、韓国驪

ヨ

州
ジ ュ

自営農業高校
からマロニエとアセロラの苗木 2,000 本が本市に寄
贈されました。両校の交流は昭和 63 年、驪州自営農
高が菊農高を訪問したことからスタート。以来、韓国
全土の農高生が研修団を組んで同校を訪問しており、
今回はそのお礼
として贈られま
した。苗木が欲
しい人は市長公
室広報交流係☎
0968(25)7252
までお問い合わ
せください。

３月 27 日　韓国から苗木 2,000 本を寄贈

優しく花を植える園児たち

市民広場に花畑が誕生
　きくち観光物産館出荷者の会（松

ま つ

原
ば ら

順
じゅん

正
せ い

会長）と菊
池さくら保育園、第２さくら保育園、ひかり保育園の
園児ら約 90 人が市民広場で花の苗を植えました。植
えたのはヒャクニチソウなど約 700 株。市営弓道場
跡地で、広さは約 1,000 平方㍍。菊池渓谷に向かう
国道 387 号に面
しており、訪れ
た人の目を楽し
ませようと実施
しました。園児
らは「大きくなっ
てね」と声を掛
けていました。

３月 23 日　出荷者の会と園児が花植え

1. ダンス　2. 漫才　3. フィナーレの合唱　
4. バンド演奏

中高生が大ホールで卒業ライブ
　菊池市文化会館であり、県内の中高生ら
13 組がパフォーマンスを披露しました。同
ライブは以前、同館のホワイエで開催して
いましたが、今回は出演者の卒業を記念し

て大ホールで初開催。ダンス、漫才、バンド演奏など、
約 300 人の観客
を前に披露しま
した。最後は全
員で森

も り

山
や ま

直
な お

太
た

朗
ろ う

の「さくら」を
合唱。感極まり
涙を見せる出演
者もいました。

３月 21 日　ストリートライブ in 大ホール

2
4

1
3

講演する菊池さん

農家民泊無理せず楽しんで
　農家民泊講演会が菊池文化会館で開催され、市民
や関係者など約 80 人が参加しました。講師は、本市
の友好都市である岩手県遠野市で農家民泊に尽力し
ている菊

き く

池
ち

新
し ん

一
い ち

さん。「成功のコツは無理せず楽しむ
こと」と、運営を考えている人たちにアドバイスを
送りました。農
家民泊の取り組
みに興味がある
人は、企画振興
課地域振興係☎
0968(25)7250
までご連絡くだ
さい。

３月20 日　農家民泊講演会

左から江頭市長、中島社長、江
え

上
がみ

恭
やす

久
ひさ

専務
取締役

観光振興に役立てます
　㈱菊池グランドホテルの中

な か

島
し ま

敬
け い

髙
こ う

社長が市長を訪問
し、「菊池市の観光振興に役立てて欲しい」と 15 万
円を寄付しました。この寄付金は、２月 14 日に菊池
グランドホテル創立 50 周年事業の一環として開催さ
れた「ヴァレンタインチャリティージャズコンサート」
の収益金の一部。
受け取った江頭
市長は「市の観
光振興のために
大切に使わせて
い た だ き ま す 」
と感謝を述べま
した。

３月 16 日　菊池グランドホテルから寄付金

餅投げを楽しむ園児たち

餅投げ楽しいね！
　菊池幼楽園（社会福祉法人たけのこ会・横

よ こ

田
た

輝
て る

雄
お

理事長）の上棟式があり、園児や関係者など約 150
人が参加しました。同園は平成 24 年４月に民営化

（旧菊池市第二幼楽園）。昨年 12 月から建て替え工事
に着手し、６月に引越し予定。２階建ての鉄筋造り
で、延床面積は
1661.1 平方㍍。
子どもたちが親
しんでくれるよ
うに、タケノコ
かたどった柱な
どを設置してあ
ります。

３月 20 日　菊池幼楽園上棟式

児童代表に傘を渡す江頭市長㊧、永田さん
㊥、鞠智城キャラクターの「ころう君」

子どもたちを交通事故から守ります
　KDS 菊池自動車学校と熊本ドライビングスクール
から、幼稚園や保育園を卒園する市内の子どもたちに

「KDS ゆるや傘」が贈られました。雨天時は交通事故
数が増えることから、子どもたちを守ることを目的に
昨年から実施している活動です。贈呈式は４月 9 日
に泗水小であり、
江頭市長と KDS
代表取締役の永

な が

田
た

佳
よ し

子
こ

さんが贈
呈。受け取った
児童は「大切に
使います」とお
礼を述べました。

３月 16 日　KDS から傘を寄贈
旭志小で新聞づくりの出前授業
３月 16 日　NIE 出前授業

　旭志小学校（川
か わ

野
の

松
ま つ

信
の ぶ

校長）で新聞づくりを学習
する NIE 出前講座があり、４年生 32 人がノウハウ
を学びました。新聞活用センターの穀

こ く

本
も と

純
じゅん

二
じ

熊日 NIE
専門委員が講師を務め、テーマや写真撮影のコツを説
明。児童たちは見出しの決め方や写真の効果的な配置
の仕方などを学
習しました。児
童は「見出しの
決め方など勉強
になった。自分
たちで新聞をつ
くるのが楽しみ」
と話しました。

穀本専門員からタイトルや見出しの役割を
学ぶ児童たち

あぜ道を散策する参加者たち

みんなで歩いて地域を学習
　花房地区で「花房あぜ道ウォーク」があり、住民約
60人が参加しました。住民に地区のことをもっと知っ
てもらおうと、花房支館事業の一環として企画。参加
者はあぜ道を散策しながら「灰高さん」や「駒留めの
桜」など地域の名所を巡りました。参加した花房小４
年の重

し げ

森
も り

春
は る

那
な

さ
んと中

な か

原
は ら

綾
あ や

香
か

さ
んは「いろんな
話を聞くことが
でき、花房の歴
史を知ることが
できた」と口を
そろえました。

３月 21 日　花房あぜ道ウォーク
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